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当教育センターでは，県内の学校U亡がける生徒指導の充実徹底への要請κとたえ， 昭和39年度から

「学校カウンセラー長期研修」 を実施している。研修に関しては，研修参加者，中学校 ・高等学
1)ぬの

校の教職員と研修担当所員一教育相談担当専任カウンセラー ー とが，と もにカウンセラーのあD方

を求めて，ともに自己研修κ励みあう機会でありたいと念じているものである。研修構想やその実施形

態陀関しては，研修参加者の学識経験・研修実施上の制約などによって，多少それが異なって〈るもの

と考えられるが，カウンセラーとしての資質向上をB的にするとの研修では，特fて，人格的資質を培う

ーという意味VL;i:，>いて， 対人接触にbげる豊か在感受性を醸成するととが， 一つの自己研修上の重点的危

共同課題に左るであろう 0
4
)しかし，研修構想やその実施形態花関しては，現行のままで有効適切である

というわけでは念<，今後検討され，配慮されてよい問題があると思われるので，との年次研究は，研

修の充実改善 ・研修担当所員の資質向上などに資するためκ，研修上の基礎的問題をとりあげて，その

実施状況や笑態を把握究明し，その効果を評価するととを目的V亡するものである。

とのよう左研修が，カウンセリングに関ナる一つの教育訓練であるとする念らば，との稜の研究は，

研修の企函推進者，研修参加者，研修参加者の所属組織機能左どのいろいろな立場から，吟味検討され

評価される必要があるであろうも最近，わが国のカウンセリングや心理療法κ闘する研究内容κ，カウ

ンセラー自身ゃ治療者自身の問題がとDあげられる動向がある。たとえば，個人的指導面接，スーパー

グイクヨン (supervision)を中心Kした研究には，鈴木 (1963)6).山本他 (1965)7〕.沢田他 (1965)品

在どのものがあtJ，臨床的経験によるカウンセラーとしての成長，態度変容を中心にした研究κは，水

島他 (196L 1966)9};。)渡部他 (1965)11}などのものがある。カウンセリ ングは自己研修にまつ実践で

あるので，そのるD方としては，自己肯定的経験のうちK実践に尊心従事するとと，自己にか乏った方

向に実践的経験事実を統合し具現するとと念どが望まれようれ)とれらの理由から，研修の過程での研修

員自身の主体的研修程験そのものがどのようであるかが，研修上の中核的念基礎的問題となるので，と

と陀は研修で実施しているカウンセ リングの一実習， ロール・プレイング (role-playingmethod)に

よるカウンセリングの継続的実習 (以下， 実習という)をとPあげ，研修員の主体的実習経験を中心K

して， その効果を究明し評価したい。

とと(1(記述する内容は，第 l年次研究 (1964))・第 2年次研究 (1965))K引き続き笑施した第 3年

次研究に関するものである。

第 1年次研究では， 役割交替による実習を毎週 I回実施したととについて，カウンセラーの役割(以

下，カウ ンセラーという)での役割葛藤のー標識に不安をと Dあげ， 実習回数の矯加とと もに不安が軽

減するかどうかについて.CA  S (不安視Ij定テス トJ5)結果から不安が軽減する傾向にあるとと効確かめ
られた。次(1(，全般的左笑習経験のー標識K人格的変容，人格特性をと Pあげ，実習前後で人絡特性が

変化するかど うかについて，ミネソ タ多商品目録検査 (以下.MMP 1というゐ結果的人格特性が

望ましい方向K変化する傾向にあるととが確かめられた。

第 2年次研究では，役割交替による実習を l日l回連続実施したととκついて，ロ ジャーズ (Rogers

C. R. 1951， 19S9{ コムズとスニ y グ (Combs，A. W. & Snygg，以 1959J9)らの現象学的自己理
) 1 8) 

論から仮説を設定し，第 l年次研究仮説をも追試的[ζ篠かめたほか.クライエン トの役割(以下，クラ



イヱン卜という〕での実習経験や全般的な実習経験の一機識K役者j知覚，経験方向・情緒統制，教育観

に関するものをとりあげ.役割知覚に隠しては笑習事態との蘭係状況に関する調査(以下， R P 1とい

う)。を作成使用し，経験方向や情緒統制K関しては小川(捷)(1965))の調査項目を経験・情緒K関す

る調査(以下， E E 1とい5)として使用し， 教育観に関してはゴードン (Gordon，T.1955))の調査

項目を大石 (196521)の研究K記載してある訳文を引用して，とれを指導観tて関する調査(以下;G 1 1 

という)として使用した結果， 実習回数の増加とともに，あるいは実習前後での変化は，自己肯定的方

向，自己と実官経験との 一致する状態K接近するとと念どが確かめられた。次K，個人的次元での実習

効果は，実習者自身の経験そのもののうちK把握されるととをも確かめられた。

第 3年次研究の目的は，役割交替による実習を毎月 I回実施するととtてついて，第 1.第2年次研究

の追試を含め，第2年次研究仮説と同ーの想定に基づき，主体的実習経験の意識的諸相の変化から， 笑

習効果を把握究明し評価するため陀，客観的測定によ D仮説を吟味検討するととにある。

ローノレ・プレイングは，モレノ (Moreno，J.L.1946))のサイコ ドラマ(psychodrama 心理劇)

の妓法を応用するものであって，人間関係の改善や訓練を包的にする一方法であるお戸の効果は多者的

な役割関係での現実的場面から，自己発見ゃ自己認識 ・関係洞察や関係認識左どがえられるので，認知

的学習と経験的学習との統合化・対人的感受性や社会性の髄成 ・情緒的安張の解放などがもたらされる

といわれている。 乏な， ζの方法によるカウンセリング実習では，その現実的場面から直接的念実
26) 21) 

践経験がえられるので，カウンセリングK関する学習κ効果的なものであると， ロジャーズ (1951~8~

パターソン (Patterson， C.孔 1959)戸どが指摘している。研修になける実習方法は，研修員と研修

担当所員とが，カウンセラー ・クライヱン卜・実習観察者などの役割交替を相互に行ない，カウンセリ

ングの現実的場面を即興的K再現し観察しあうとともに，それらの実容経験に基づぐ共同研究討議をも

あわせて実施するものである。

実習の役割遂行過程は，カウンセラー ・クライエン ト・実習観察者をどの異在る役割の次元で行念わ

れるものでるるが，役割遂行過程を役者陣論Kよタ一応まとめてみると，次の記述になる。

笑習κがける役割遂行過程は，実習事態K関する心理学的適応の問題であ!i， それぞれの役割t'L::lO~い

て，他から自己の役割陀期待されているものに応じられるように自己の役割と他者の役割との関係文

脈を知!i， 自己の欲求と役割とを主体的K統合し，適切左役割を自発的K発展的に行左うとい5心理的

過程である。
3の31) 3 2) 3 3) 34) 3 5) 3の

実習でのカウンセラーの役割遂行過程は，実習の脇役的遂行過程K関するものであ !i， その役割への

期待(以下，役割期待という)は. カウンセリングの「治療』てなける人格変容の必要にしてじゅうぶん

念条件i1)~みたすととが望まれよう。実習でのクライエントの役割遂行過程は，実習の主役的遂行過程

K関ナるものであ!i， その役割期待は，あるがまま自己自身を表わすζとが求められよう。実習での実

習観察者の役割遂行過程は，役者j遂行過程とはいいがたいものであるが，一応実習を観察し批評すると

ともに観終経験と自ピとを，自己自身で比較検討するととが期待されよ 50とれらの役割遂行過程は，

自己と役割との関係という社会心理学的な問題であって，役割理論により一応説明されよう。しかし，

自己と役割との関係という問題は，個人的次元での社会心理学的な問題であるとともに，僻l期待を知

覚し，役割知覚{モ基づいて遂行するという役割遂行語自身の問題でもあると者えられる。
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との寝泊から，現象学的自己理論に基づいて，実習事態VCJ;'ける個人の主体的経験を問題にし，との

研究では，実習事態VC歩ける自己と実習経験との関係を明題にとタあげ，その自己と実習経験との闘係

的変化から実習効柔を把握究明しようとするものである。

実習効果は，実習事態VC関ナる自己と笑習経験との関係的変化から把握究明されるものと想定し，実

習経験は笑習事管と自己との関係がどのようであるかκよるものと考え，次(IC婦げる 6つの実習経験の

諸相を，現象学的自己理論に基づいて設定する。左辛子，とれらの諸相K沿いて，実習効果のある場合の

過程的状態の極は，ロジャースがいう自己実現しつつある「機能がじゅうぶんに働いている人間(fully

functioning person)」)の状態にあると予想ナるものでる ]J， ナべて意識化され象徴化されないもの

であって，研究上の客観的測定の標識構造κょD把録されるものは，実習時験の意識的側面の一端にと

どまるであろう。}

帯

笑習経験の諸相

(効果のある場合) (効果の念い場合)

①自己との一致 一自己との不一致

②自己の倒放性

@自己の外在位

@心理的適応

@肯定的自己関心

@自発的句値評価

仮

向己の閉鎖性

自己の内在性

心理的不満応

否定的自己関心

依存的価値評伺

方

説

(注)帯 ①自己の実習経験との一致 ・不一致の状態 ①笑

習経験K対して，自己の開かれている状態・自己に

統合される状態・自己の防衛的反応の有無の状態

①実習経験に対する自己の意識化，象徴化の正確さ

や適切さの状態 ①①-@の総合的な自己の状態

①①κ伴うi満足や不満足の状態 ①評価の主体であ

る自己κ実営符験が関与する状態

法

次に記述する仮説には，それぞれ 「笑習事態Uて恥いて，自己と実習経験との一致する状態がえられる

ものならばJという前援を省略してある。

I )実習を継続実施するにしたがって，自己の開放性は増大する。(以下，仮説ーlという)

2 )実習を継続実施するにしたがって，自己の閉鎖性は減少する。(以下，仮説-2という)

3 )実習を継続笑施するKしたがって，自己の外在性は増大する。(以下，仮説-3という)

4)実習を継続実施するにしたがって，肯定的自己関心は増大し評価の主体性K影響ナる。(以下，仮

説-4という)

5 )実習を継続実施するにしたがって，自己の心理的適応は晶濫の状態に接近する。 (以下，仮説-5

という。

2 対 象

昭和41年度学校カクンセラー長期研修員15名(男子)，なよび研修担当所員 6名(男子 5名，女子 l
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名)計21名

ろ調IJ 定

1 )仮説ー 1について

(仮説ー 1)は，諸仮説のうちで最も基本的なものであって，実習事熊をどのようK知覚し経験して

いるかという問題κ関するものであ1:>.実習事態、κ関する情緒的，認知的内容の意味づけとしての実習

経験の意識的方向をJ巴援する。第 2年次研究では，オスグ;yけト@袖他(Os唱叩g伊o∞O札 C，E， 195叩5訂7J九申.ベムパ一トン
(山Pel邸ember凶eぽ削rto叫 帆削川H孔， 1円94叫9ηJlο)斎赫藤 (川l円川96目叫3;rk島他 (υ196“叫5
関係状況の知覚κ関する謁査(以下. R P 1という)を作成使用したが，その調査項目(刺激文)が意

味内容的κ長いと考えられ，測定上望まし〈念いと思われた。との理由によ1)，さ らに一般意味論的研

究，相良他 (IMilo 田中 (196%)柏木 (19841F倒的参考κし，特(仁柏木の研究から意味

論的左形容詞の35尺度を引用し， ζれをRP 1 ~作成使用する。との質問紙法による認査は，日本語の

一般的左主観的意味内容を把握するととができるものと考えられる。買をな， R P 1は，クライエントと

しての実習経験K関する調査であって，実習の笑習直前と実習直後とに実施する。(資料参照のとと)

2 )仮説-2について

(仮説-2 ) tl， (仮説-1) の一条件に関ナるものであって，特~.自己の閉鎖性のー標識に不安

をと Pあげる。実習を継続実施するにしたがってt 1:娃IJ遂行上の不安が軽減するととが，とれまでの研

究で一応確かめられているのでCA S47)を使用する。念I>'. CASはカウンセヲーとしての実習の笑習

直前に実施する。

3 )仮説-3について

(仮説-3 )は， (仮説ー 1)に基づぐものであって，自己の志向性，特Vてその経験や情緒κ関する

ものであ1:>.そのー標識に小川(捷) (1965j♂研究Kよるロールシャ yハ (RorsdM，R19214i}

クロ yフ 7ー (Kl叩 fer，B.1954，1962io)5lpのローノレシャツハ・テストの解釈仮説ほづぐ調査項目

を引用し， ζれを経験 ・情緒に関する調査(以下， E E 1という)と表現し使用するo念仏 EEIは

経験方向・情緒統制J~関する質問紙法による調査であ1:> ， すべての実習の実習事前と実習事後とK実施

する。(資料参事、のとと)

4 )仮説-4について

(仮説-4)は. (仮説一 1)に基づ〈ものであって，自己の志向性，特陀その観念に関するもので

あり，そのー標識陀，ゴードン (19叫2P集団中心的指導性に関する調査項目を，大石他(19叫3)O翻
訳を引用し， とれを指導観tて闘する調査(以下.G 1 1という)と表現し使用する。 危な， G 1 1は観

念的側面K関するQ分類法 (Q-sort)による調査であ.1).すべての実習の実習事前と実習事後とに実

施ナる。(資料参照のとと)

5 )仮説-5について

(仮説ーりは， (仮説ー 1)~基づ〈ものであって，心理的適応、，るるいは人格適応κ関する もの

であり，そのー標識に人絡特性をとりあげる。実習を継続実施するにしたがって，人格の変容的左変化

が生起するととが，とれまでの研究で一応確かめられているので， MMP I )を使用する。左:j:，-.MM  



Plは，すべての実習の実習事前と実習事後と:tt実施する。

以上のうち. R P 1を除いて.CAS .EEl・G1 1・MMP1は，第2年次研究K使用したもの

と同ーの倹査・調査である。

4 手 続

実習では， 研修員がカウンセラ-~てなる場合(相役のクライエン ト は研修但当所員がなる場合)をカ

ウンセラー・ローJレと仮Dκいい，研修員がクライヱントκ在る場合(ヰfI役のカウンセラーは研修担当

所員がなる場合)をク ライエント・ローノレと仮りによんでいる。 実習の実施上の組合せば，研修員 l名

と研修但当所員 1:名とがひと綱みに左9.それぞれの組み合せiてがいて，午前にカウンセヲー・ロール

を30介間行ない，午後Kクライエント ・ローノレを30介間行なうものであ9.その組み合せば毎月変更し

て 6か月間継続的に月 l回実施する。 念;}，'.混IJ定は研修員陀対し，次の手続きにより偲人的K実施する。

RPI クライエン ト・ローノレの各実習の直前と直後とκ実施する。

CAS カウンセラー・ローJレの各実習の直前K実施する。

E E 1 実習開始臼の前日と~Æ習終了臼とに実施する。

G 1 1 実習開始自の前日と実習終了臼とに実施する。

MMP 1 実習開始日の前日と実習終了日とκ実施する。

以上の測定結果陀闘する縦十的分析検討比第2年次研究に漁じて行念う。ただし.G 1 1の評定基

準内容は.m 2年次研究のものをそのまま用いる。

5 実 施

測定は実習と並行して行念うものであ 9.笑習は当教育センター(教育:相談専用面接相談室その他)

で，昭和41年 7月から12月までの 6か月間，月 l回実施した。狽11定は所定の手続Kより行t.rったが，研

修員10名の方k1'(.それぞれ犠務上の事情念どがあったため1'(.狽11定でき念いととがあったので，とれ

ら10名を除ぐ 5名の研修員の資料について演Ij定結果を集計した。

結 果

仮説-1について

次の 7 頁のき有 l ~は. R P 1の 7品等評定段階尺度 (-3-3)を (1-7)κ置換し，その集計結

果から，個人別(I )尺度別 (S)測定実施別 (T.実習直前Tぺ 実習l直後T")1'(得点平均値を求め

て. S D得点値を算出し図示するものであり，図中のVsは，尺度別SD得点値の変化とその方向を表わ

すものである。念品、. S D得点値は.)て度の対の形容詞問K1:.'ける;意味~聞の距離的在へだた D を表わ
来

す一指標 である。

第 2図は. R P 1の7品等評定段階lて度Kよる得点(以下. R P 1 得点という)1'(ついて，尺度別
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(S)測定実縮別 (T)に得点平均値を求め図示ナるものである。図中の，Vs対jて度別得点平均値の変化

とその方向を表わす ものである。全た，伺人の実習直前 (T') と実習l直後 (TfI)とのピアスンの相関係

数(r )は， 0.866- 0.114の範囲で求められる。

1) R P 1結果の検討

第 1;表は，尺度別($)のRPl得点について，倒人別(1 )測定実施別 (T)の 2要因Kよる要因

介析結果をまとめ表示するものである。

個人別差異が統計的に確かめられる尺度は，⑦ありがたいー迷黙念'@きれい一きた乏い，⑫やさし

いーとわい，⑬きらいなーすきt*" @みVC(いーうつ〈しい，⑧積極町子-i内毎的，@新しいー古い，@

支配宮守一服従的の8つである。

測定実施別差異がま信十的VCsをかめられる尺度は，@積極的ー消紙的の 1つであタ，その変化はよタ積

額的1.r方向にかか5傾向にある。

(注)時SD法 (SernanticDifferential Metbod) 

オスグ 7 ド他 (1957j7)の研究κ走るものであク，概念相互間の意味空間的把握の可能性，対の形容詞

Kよる意味空間の評定の可能性，対の形容詞になる詳定尺度の連続性を仮説にし，SD法は意味の客観

的測定への試みである。 SD法は，意味というもの争代表機能をはたす媒介過程であると考え，その過

程を意味空間という原理的モデルκより数量化するものである。 SD法は，意味空間の距離的なへだた

タを表わす指標であって，両紙件のある概念(i )と概念(1 )とのへだた!J(d)を， 品等評定段階

的陀評定し，次の距離公式によb算出されるものである。念j;'， Kは次元を表わナものである。

D算出の越フj>:的条件，仮説は，概念間κ統計的在距離尺度が保証され

ているとと，尺度または因子の諸変数が統計的念独立性が保証されてい Dil = L dilj 
るととなどである。

j = 1 

柏木 (1964んは，日本語の意味構造に尉し，相良他 (1961))が袖山したセン トロイド法による 5因子

をとタあげ，それらをベクタ一法で因子分析した結果を，正の因子負荷量の大きい順序で列記し，オス

グッドにならって，次のとi'l'!HC介類している。なお~ととには第 i区の尺度番号で記述する。

I i論遼的評価 (Mora 1 Cor reC tness )①@@@@@①@@@@@@  
評価性 (Evaluative) { 

;J動性 (Dynamism)

その他 (E因子)

、感性的評価 (SensoryPleasure) ⑬⑬⑬@⑬⑮@@@@@@  

(静的力動関係 (Potency) 

動的力動関係 (Activity)

@@⑧@@@@@⑮  

@@@@ 

@ 

因子の命名は，骨量左る名義的段l瑠Kすぎない点もあるが，オスグッ ドらの英語に関ナる研究と，相良

他 ・柏木らの日本語VCI謝する研究とでは，多少その結果VCI>-いて離を具Fてするよ 51'[考えられるが，い

まだ， との点陀ついては明らかtてされていない ようである。
6ゆ61)62) 
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R P I 

第 l図尺度別so得点値 第 2図尺度別得点平均値 第 1;表尺度別得点の要因分析

5 7， 
.l-時.... 

すぐれた T'-→ おとった ( 1 ) 

以 1(FJl=4) T(F4l=111 
1.75 058 

一貫した 矛盾した ( 2 ) 2.71 0.34 

立派な 貧弱な (3) 3 324 5.85 

正しい
まちがっ (4) 
た

1.20 1.00 

よい わるい (5) 3.05 幻6
はつぎり ぼんやり ( 6 ) 
した した

6 1.76 0.05 

有鍵い 速惑な ( 7 ) 7 1L51帝 1.36 

きれい きたない ( 8 ) 8 8.05帯 。11
高い 低い ( 9 ) 9 139 5.58 

するどい にぶい ()O) 10 0.34 0.86 

安全な 危険な (11) II 5.32 。70
牛さしい こわい (12) 12 6.80兼 6.24 

錫気な 陰気な (13) 13 6.02 L51 

不愉快な 愉快な (14) 14 0.81 。。。
苦しい 楽しい ()5) 15 131 0.02 

くらい あかるい ( 16) 16 1.09 1.92 
気持のわ 気持のよ ( 17) 
るい い

17 096 0.14 

かたい 柔らかい (IR) 18 1.49 1.52 

きらいな すきな (19) 19 11.27米 0.18 

黒い 白い (20 ) 20 3.61 2.10 

み巨くい 美しい (21 ) 21 且78米 1.56 

年とった 若い ( 22) 22 凶0 2.16 

つめたい あつい ( 23) 23 lD3 1.85 

不純な 純粋な (24) 24 1.80 1.41 

複雑な 単純な (25) 25 0.47 0.01 

議極的 消極的 (26) 26 16.66帯英 J3J!3兼

ひろい せ主い (27) 27 0.22 1.72 

大きい t]、きい (28) 28 0.61 0.78 

強い 弱い 29 2.& 1 3.07 

新しい 古い (30 ) 30 7ι5米 4.57 

支配的 服従的 (31 ) 31 850帯 3.50 

おだやか はげしい ( 32) 32 0.34 0.3 6 

のろい すばやい (33) 33 0.64 0.02 

不活発な 活動的 (34) 34 1.81 0.02 

浅い

死F~i 5、J7 35 3.50 4.63 
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第 2表は，正の因子負荷量の大きい論理的評価κ関する尺度(①@@@@@⑦③)と感性的評価κ関

ナる尺度(@@@@⑬⑬⑧@)とKついて，個人別(1 )測定笑施別 (T)I'rR P 1得点差異 (d':T' 

-T")を求め，個人別vcR P 1;得点を加算し，各尺度聞のスピアマンの順位相関係数(fsb )を算出し

表示するものである。との結果，論理的評価に閣ナる尺度と感性的評価κmlナる尺度とでは分離する傾

向Ve;f!>J.，。仏との慨する傾向は， R P 1得点差異 (d1) のー普開院する概 (196 6~3)の結果肉

ーである。

第3表は， RP L得点差異(d ')κついて，その得点差異日Ij(dつ，個人別(1 ) ，尺度別 (5)の

3要因Kよる繰返しのある要圏外析結果を表示するものである。との分析結果は，誤差R(d/，I.S)

に対して，個人別差異項を表わナ1，尺度別差異項を表わナ5，個人別差異項と尺度別差異項との相互
栄

作用項を表わすIxSが，統計的vc有意差 があると検出され確かめられているととを示すものである。
;1-I>'， 符号』てついては， Fは要因を， 55は不偏介散平方和を， MSは平均不偏分散を， F。は観mlj伎の

F-検定結果をそれぞれ示すものである。との結果，R P 1得点差異(dつは，一応同ーに変化ナるも

のであるととが確かめられる。 c符号Kついては以下向じ)
とれらの結果から，評価性K含まれる論理的評価κ関ナる尺度と感性的評価陀関ナる尺度とが介離す

，る傾向にないで， R P 1得点差異 (d1) が，同じ度合で変化するものであるととが確かめられる。

2 )仮説ー 1の検証

(仮説ー I)は，実習事態Vて:かいて，研修員自身κ自己と笑習経験との一致する状態、がえられる念ら

ば，笑習を継続実施するにしたがうて，研修員自身の自己の開放性は増大するという想定である。

との開放性陀関する実習健験κよる意識的諸相の変化を把握するために， R P 1を実施して，その得

点変化の統計的介祈検討を行在った結果，との研究条件の絞りにないて次の事笑が認められる。

a 尺度別の部分的実習効果K関しては，⑧積極的ー消綴的の尺度，'Cないて，よ D債額的念方向に実

習経験が変化する傾向κあるととが確かめられる。 (第 l表参照のとと)

b 特lて，評価性に関する尺度VC;L'いて，論理的評価K闘するものと感性的評価Vて関するものとが分

離する傾向であ_t)，実習終験の主観的意味空間の変化の一端が確かめられる。 (第2表参照、のと

と)

C 全体的実習効果κ関しては， R P J得点差異の要因介析結果から，同じ度合いで変化する傾向が

あるとと沙曜かめられる。その方向は，よりすぐれた，より一貫した，よ り立派な，などの肯定

的，賦活的な表現で表わすととができる。(第 3表，第 l図，第 2図参照のとと)

以上のRPI結果に関する検討から， R P 1得点、K変化がないとするなどの統計的分析検討上の帰無

仮説が棄却される結果，一応(仮説ー 1)は検証されるものと考えられる。

(注)来統計的有意差

ある確率的事象で，統計的推定判断を誤る危険率 (α)が0.05以下の場合を，一応統計的意味がある

とみをし，比較基準に対し統計的有意差がるるとい5。そ5して， αく 0.05の場合Kは柴印を，αく

0.01の場合』ては栄柴印をそれぞれ付して示すのが償例である。
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R 
第 2表尺度得点差異c順位相関行列

S 4 5 6 

卜¥ 0.87 0.10 0.30 -0.30 0.30 
+ ~ 0.10 。ω20-0.23 0.82 
+ + I~ 0.75 0.60 乱40
+ + + ~ 0.80 000 

+ + ~ -0.3 6 

P 

。80 0.&0 
0.46 。76
。10 0.36 
0.30 0.72 

。。。 0.10 
+ + + 。 卜¥0.60 0.3 6 

7 + + + + 。+ ト¥ 0.40 
8 ート + + + + + + I~ 
14 。
15 。 + 

16 。
17 

18 

19 

20 。
21 

第 3表 尺度得点差異の要国外祈

F SS MS  F。
d' 4.18 5 0.83 

12.61 351 2.78帯

S 143.70 34 U2 3.73 唯唯

d'X 1 17.29 20 0.88 0.77 

JXS 330.82 136 2.35 2.08来

S X d' 54.42 170 0.32 0.28 

R (d'. I.S ) 166.95 680 1.13 

T 1329.97 1049 
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1 4 15 16 17 18 19 20 21 

-070 -090 -0.70 -0.67 -0.67 -0.82 -0.3 0 -0.25 

-0.52 -06 ~ -051 -064 -0.23 -0.76 -0.20 -0.3 4 

-0.10 0.00 -0.20 -0.05 -067 -0.35 -0.60 -0.92 

-030 -0.05 -0.30 -0.56 -06& -0.74 -].00 -0.80 I 

0.00 0.20 0.00 -010 -022 -011 -0.80 -0.78 

-0.70 -0.60 -0.70 -0.46 -0.4 6 -0.40 0.00 -0.22 

一1.00-0.90 一0.80-0.87 -0.22 -0.40 -0.30 -0.1 1 

0.25 -0.56 -0.36 -0.68 -090 一1.00-0.66 -0.55 

¥ 1.00 0.92 0.87 。22 0.39 0.30 0.22 
+ 代¥0.90 0.95 046 069 0.4 0 0.22 
+ + ト¥0.87 0.89 067 0.30 0.89 
+ + + ~ 0.47 0.3 7 0.56 071 
+ + + + I~ 0.92 0.67 0.75 
+ + + + + ト云 0.67 0.57 
イー + + ート + + ドよ G89 
+ + + + + + + ¥ 

2 仮説-2について

次の頁の第 3関は， CAS([J標準得点Kつい

て，因子別 (Fa)争終測定実施5lIJ(T)にその

平均値を求め図示するものであるc

(注)￥不安因子

不安に関ナる件格国子を表わすものであるo

q):人格統御力の欠除または自我感情の発育
不全

d-) :自我の弱さ
L 疑い深さまたはノごラノイド型の不安定型

o 罪悪感

Qj 欲求不満による緊張または衝動V亡よる緊

迫状態



C 
第 3図ス安因子別標準得点平均値

6目。

5.5 -4 

50 

4.5 

4.0 

3五

YT 2 

d:):--L- O -

寸).一一 Q4 一一一
L . ー一一 ーー- T 

1) C A S結果の検討

A S 
第 4表 標準得点の要因分析

F' SS f 

Fa 1238 

i 25.78 

T 16.92 5 

Fax 1 j 00.9 2 16 

1 x T 77.5 0 20 

T x Fa 15.78 20 

R (Fa. I. T) 1 380 &0 

T. 263.08 149 

トミ Q"3) d→ L 
1(F nl=41 来持 争終姥 当任

on2=20 6.63 I 7.58 3.28 

T(F nl=5) 時。n2=20 2.97 I 1.88 I 1.48 
」ー一一 一一一一一 一一ー

MS  Fo 

3.09 18.17兼業

6.4 ~ 37.88暗米

3.38 I 9.88'車操

6.30 37.05"世帯

3.87 22.76県蝉

078 458非米

017 

。Ql T 
場帯

2.00 5.05 2.09 

米

1.04 

第 4表は， CAS標準得点について.因子別(Fa)，個人別(1 ) ，測定笑施7311(T)の3要因Kよ

る繰返しのるる要因外析結果を表示するものである。との分析結果， 3要因とそれらの相互作用 (FaX

1， IxT. TxFa)沙諸器十的K確かめられ，不安は軽減する傾向Uてある。

第 5表は，不安因子別のCAS標準得点κついて，個人別(I ) ，測定実施別 CT)の2要因による

要因分析結果をまとめ表示するものである。

個人別差異が統計的K確かめられる不安因子は.o;-)， d寸， L， Q4 の4つである。
摂促実施別差異が縮十的陀僻ミめられる不安因子はがであり，全倹査 (T)~もそれが確かめられ，
しかも. 不安は軽減する傾向Vてある。

2 )仮説-2の検証

(仮説-2)は，実習事態にかいて， 研修員自身に自己と笑習鉾験との一致する状態、がえられるなら

ば，実習を継続実施する陀したがって，研修員自身の自己の閉鎖性は減少するという想定である。

との閉鎖性(rC関ナる実習経験による意識的諸相の変化を把握するために， CASを実地して，その標

準得点、変化の統計的介析検討を行なった結呆，との研究条件の|製りに沿いて，次の事実が認められる。

a 不安因子別の晋防的実習効巣に関しては，人絡統御力(侍))，全検査(T)附いて，不安が

よD軽減する傾向κある ζとが確かめられる。 (第5表参照のζと)

b 全体的笑習効果だl廻しては.測定実施別差異と他の2喪凶との相互作用陀沿いて，不安が軽減ナ

る傾向にある ζ とが確かめられる。(第4表参照のとと)
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以上のCAS結果に関ナる検討から， CAS標準得点、K変化がない，不安が増大する傾向Vてあるなど

の統計的介祈検討上の帰無仮説が棄却される結果，一応(仮説ー 2)は検証されるものと考えられるo

t.r主へとの仮説附渇しては，第 l・第 2年次研究のものと同じ結果である。

3 仮説-3について

E E 1の調査内容は，経験型 (ExT:外拡的経験型ER.内拡的姥験擢 Jp)と情緒統制型 (EmT:

外的統制製Oc，内的統制裂 Ic)とで構成されている。外拡的経験型 (Ep) とは，現実場面(fC積極的('Cか

かわりあって，外界の目標陀向かつて努力し進む傾向に関するものである。内拡的経験型(Ip) とは，

現実場面にまった〈依存し左いで，自由に想像し積極的に対処できる傾向陀闘するものである。外的統

制j$_ρc) とは.情緒の社会的統制を意味し，なもに対人的場合での情緒形。『りに関ナるものである。内

的統制裂 (lc) とは，会もにその衝動的表出の情緒統制に闘する資質的念機能に関するものである。な

が，E E 1は，それぞれの調査項目を 5品等評定段階尺度 (-2-2 )で評定するものである。

第 4図は， E E 1の構成類型別9てついて.調査項目別(I )測定実施別 (T:実習事前sr，実習事後

Ar)κ徹夜平均値を求め図示するものである。左色、，図中の，Viは調査項目別平均得点、債の変化とその方

向を表わすものであり，+は肯定的念方向を，ーは否定的在方向をそれぞれ示すものである。

1) E E 1結果の検討

第 6表は，構成類型別調査項目日11( i )について，個人別(] ) .測定実施~II (T)の 2要国Kよる

要因分析結集をまとめ表示するものである。

E E 
第 4図調査項目別得点平均値

a 外拡的経験当直 (Ep) b内鉱的経験型(Ip) c 外的統制~ (Oc) d 内的統制型(1c)

( 1 ) 

(d 
( 3 )1 

( 4 ) 

( 5 )， 

(6)! 

(7)! 

( 8 ): 

( 9 )1 

(10) 

17 
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B円・，.....__...，

Ar:一一

Vi:ーー--+
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第 6表調査項目別得点の要因仔折

a外盤的経量産車)tF.>) b 内鉱的姥験M (Ip) C 外的統制覇出 (Oc) d 内的絞首11主主【10) 

、ミ 1伊。;;:;}T (FG~!二:) ;トミ I (Fo~:::) T (F.~::: ) Pミl{FOnRlt-E44 ) T{F。an2l踊24t} トく
(1) 且11 QI1 (1 ) U9 0.28 (1) 止91 且11 (1 ) 

(2) 血41 QI1 (2) O.iS 1.18 (2) ta49需 師! (!J 

(3) (12 lOO (3) ~01 1.31 (3 ) 色35 0.05 ( 3) 

(0 t60 。。。 (0 U!9 0.05 (j) 1.21 OH (4) 

(5) lO J.!1 (5) (5 ) d!l n06 (5) 

(6) 也11 QI1 (6) 1.11 1.23 (1) 1.00 18! (1) 

(1) ~no ono (1) 3.j3 266 (7) 218 色。。 ( 1 ) 

(8 ) M9 0.21 (8) 411 10.28 (1) O.U w {自}

(9 ) 11.¥9 0.21 (9) 2>2 0.00 (9) 旬3 。I! (9) 

(10) 2.!0 MO (ln u6 Q16 (10) ι00 100 (10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(10 

(15) 

(15) 

(注)表中の欄のーは，個人別(1)と測定実施別 (T)との要因の相互作

用項の誤差がOである調査項目であるo ~ j;~ ， とれらの調査項目は，内拡的

経験型の⑤想像が豊かなほうである"内的統制型の@何をしたいか自分がわ

からずいつも人のいい左bになってしまう， 2つである。

1 (Fo~:::) T(Fonhl雪ztl} 

IMO ‘視 1.00 

LSO 0.16 

IiOO 1.00 

aoo 0.00 

且71'" 031 

且21 ~DI 

020 0.00 

l28 0.01 

ωE 

100 I~OO機

~OO lOI 

1.80 0.00 

233 QI6 

LOO 0.01 

1.50 us 
<80 0.00 

個人別差異が統計均κ確かめられる調査項目は，内拡的経験型の①人生とか世の中陀ついて自介の見

方乏いし理論がある，外的統制型の@あま Dとだわらずに感情をたもてに出している， 内的統制裂の①

したい ととが多るとととろかまわずやってしまいたい，⑤毎日の生活でし左ければならないととやする

べき ととが自分のしたい ζ とにをっている.4つである。

測定実施別差異が統計的に確かめられる調査項目は，内拡的経験裂の@他人との交渉がわずらわしぐ

自介の内K引き込もる傾向がある，内的統制型の⑪やりたいととがあるとあれとれ考えてみて現実Kう

っす，2つであ!)，とれらはどちらでも左いの方向K変化する傾向があるととが鳴かめられる。

第 7表は.E E 1の様成類型見Jjや全般K関する繰返しのある3要因外析結果を表示するものである。

特に，測定実施別差異が統言十的κ確かめられるものは，個人別と測定実施別との 2要因の，相互作用 (T

X 1)が， 砂 1拡的経験型，@内拡的特験主主.CD内的統制型に闘するものから確かめられる。さらに

個人別と調査項目別との2要因の相互作用 Ci X T)が，@内的統制型K関ずるものから存在かめられるc

E E 1全般K闘しては，構成類型別差異 (E)， {国人別差異(1) ，測定実施別差異 (T)なよびそれ

ら1要因の相互作用 (IXT，TXE)が統計的κ確かめられる。

2 )仮説-3の検証

(仮説-3)は，実習事態にをし~て，研修員自身氏自己と実習崎験との一致する状態がえられる念ら

-12-



第 7表 EEI得点の要因介析

a外拡的経験型 (Ep)

F S S f /MS 

I 954
1
1 4 2.38 5.95う尉

l 31.64 1 9 3.51 8.77糊

T 0.64 1 1 0.64 1.60 

1 X i 19.26 36 0.53 1.32 

ixT 2.5 6 9 028 。70
TXI 14.1 4 1 4 3.53 Mt 
R ( 1. i.T ) 1 4.66 36 OA 0 

99 

d 外的統制型 (Oc)

F 55 f 1M S Fo 

2.70 1 4 0.67 0.54 

25.001 9 2.77 2.25常

T 4.00.1 1 4.00 3.26 

1 X i 5030 36 1.39 1.13 

iXT 2601 9 0.28 0.22 

TX i 3.10: 4 11 0.77 0.62 

R(I.i.Tl 4430! 1.231 

T 132.00 99 

g E E 1 (ExT. EmT) 

F 55  f 1M S Fo 

E 536.00 3 11 78.00 121.91'問

71.00 4 1 I 7.75 l Z159隊

T 8.45 1 1 8.45 5.78米

EXl 22.4 0 12 1.86 1.27 

IXT 152.55 4 1 38.13 26.11常神

TxE  22.15 3 7守38 505常

R (E.l.T) 17.45 12 1.4 6 

T 830.00 39 

一

E E 

b 内拡的経験型(lp) c 経験型(ExT Ep. Ip) 

F S 5 f 1M S. Fo F 5S f 1M S FのJ
13.94 4 3.48: 5.70判 ExT 31.25 1 / 31.25i 1.01 

1 39.09 9 4.34 7.1喧 l 143.25 4 /35.81 1.l5 I 
T 2.25 / 1 2.25 3.68 T 26.4 5 1/26.45 

1 X i 55.16 36 1.53 2.5 0業米 E汀XI 81.05 4120.26 0.65 

i xT 645 9 0.71 1.16 IxT 96.33 0.77 

TX 1 11.10 4 2.77 4.54米米 TxExT 2.4 5 2.45 0.07 

R (I.i.T) 22.20 36 。目61 R(ExTIT)12 3.7 7 j 1 30.9 ~ 

T. 150.19 99 T 504.55 19 

e内的統制製(Jc) f情緒統制型(EmT:仏.1 c ) 

F ss f /M S Fo F ss f 1M 5 Fo 
i 35.08/ 4 8.77 4 8.77米 E田T 432.45 1 1432.45 42.31栄転

214.80 15 H.72 百戸 42.70 ，1 I 10.67 1. 04 

T 0.00/ 1 0.00 0.00 T 。.45 0.45 0.04 

1 X i 25.4 2 60 且42 2.33制 Em1、xl 15.90 3.97 。38
ixT 1 LOO IS 0.72 4.05常市 IXT 72.90 4 I 18.22 1.79 

TX 1 3.15 0.7 8 4.33詠端 TXEmT 1.25 L25 0.12 

R (1. i.T) 11.35 60 0.18 R(EmTlT) 40.90 4 I 10.22 

主 300.80 159 T. 606.55 19 
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ば，実習を継続実施するにしたがって，研修員自身の自己の外在性は増大するという想定である。

ζの外在性K闘する実習経験陀よる意識的諸相の変化を把握するために， E E 1を実施して，その得

点変化の統計的介析検討を行在った結果，との研究条件の限Dにないて，次の事実が認められる。

a 調査項目別の部分的実習効果K関しては，内拡的経験型の l調査項目，内的統制裂の l調査項目

の 2つに，どちらでも念いの方向，肯定と否定との中間的方向へ変化する傾向Kあるととが確か

められる。(第 6表参照のとと)

b 構成類型別の部分的実習効果に関しては，外拡的経験型，内拡的経験型，内的統箭|固にやいて，

測定実施別差異が，個人別差異や調査項目別差異との関連で確かめられ，その効果に関しては，

個人差がるるものと考えられる。(第7表参照のとと)

C 全体的笑習効果κ関しては，第7表-gK表示する結果から，測定実施別差異が確かめられ，そ

の全般的左変化の方向は，調査項目の内容に関して肯定的左傾向にあるので，一応自己の外在性

が増大するものと考えられる。

以上のEE 1結果K関ナる検討から，E E 1得点K変化が念い念どの統計的分析検討上の帰無仮説が

棄却される結果，一応(仮説-3)は検証されるものと考えられる。友会， との結果と第 2年次のもの

とでは，測定方法が異なっているために，直接比較検討するととはできないであろうが，ともに一応(

仮説-2)が検証される。

4 仮説-4について

G 1 1はQ分類法κよるものであ!J. 1問ずつ記したカード15枚を，あらかじめ用意されている品等

評定段階の枠組みにあてはめるという方法である。 G 1 1結果の介析検討のために第 2年次研究のG

1 1基準を用いる。た沿， ζの基‘准と神奈川県教育センターのカウンセラーの方々が選定する理想の教

師像κ関するG1 1の評定項目 )とのピアスンの相関係数 (r)は 0・835(0，161 ~ρ~ 0，905 ) I であ9，

( ) t の乏かは母相閥係数 (ρ)の99%推定の信頼区間を示す。

1) G 1 1結果の検討

第 8表は， G 1 1の全調査項目(i)から，第 2年次研究で無作為抽出されたものと同ーの15調査項

目を，個人別(1)測定実施別 (T :実習事前BT'実習事後Ar)のG1 1得点を表示するものであるo

;5: ;l;'， G 1 1は， 9品等評定段階尺度 (-4- 4)で評定するものである。

第 9表は，第 8表κついて，個人別(1) ，調査項目別(i ) ，測定実施別 (T)の3要固によ る繰

返しのある要因介析結果を表示するものである。との分析結果，調査項目差異が統計的に確かめられる

だけである。

第10表は， G 1 1得点十てついて，個人別(1 )の損Ij定実施別間，実習事前BTと実習事後Arとのピア

スンの相関係数(rv) を， G 1 1 基議と君主管事前(~ )とのピアスンの相関係数(rB )を， G 1 1 

基準と実習事後 CAr)とのピアスンの相関係数 (rA ) をそれぞれ表示するものである。在;l;'，とれら

の総合的結果に関しては， rv = 0，802 (0，664 ~ρ~ 0，885)1， rB = 0，657 (0.446 ~ρ壬 0，793 )t. CA = 0，6U 

(0.4 05 ;;:ρ~ 0，0773) 1と在る。

第 5図は， G 1 1基準とG1 1の総合結果との相同係数とその検定κ|封するものを，まとめ図示する
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第 8表 V5抽出調査項目得点

民ペ( 7 ) ( 9 ) (11) (10 (20 ) (23) (31 ) (37) (43) (47) ( 54) (60 ) (61 ) (71 ) (75 ) T 
A 。 3 。
B 4 。。 。3 -3 

C 2 。。
Br 

-2 。2 3 5 

D 。。 2 。 3 

E 。2 2 。。 2 2 3 

t I1 4 。 10 -5 -6 5 -6 9 。14 
A 。。3 。 -3 -2 。 。
B 。 2 。
C 2 。 -2 2 。

Ar 
D 3 。3 -2 。 。 。 2 -2 

E 。 。-2 -2 -2 。-5 
t 10 4 6 -7 5 -10 -3 2 -7 6 -3 

てE 21 8 -9 -12 15 -15 -9 7 1 -13 15 -3 -3 

第 9表 I~ 抽出調査項目得点の要国外析 第10表個人別相関係数

F SS MS 

I 1.76 0..1 4 

1 176.76 14 12.62 

T 2.40 240 

1 x i 76.44 56 1.36 

i XT  12.10 14 0.86 

TxI 1.23 4 。30
R (1. i.T) 51.77 56 0.92 

T 322.4 6 149 
」

-母相関係数の差の検定

① I t I = 0615 (a= 0.5 420) 

@ Itl=O.7II(α=0.4 778) 

Fo 

0.1 7 

13.7 J*弾

2.60 j 

1.47 

0.93 

0.3 2 

第 5図相関係数とその検定

研修担当所員

(ピ=lE803)

/山一/ '¥.. 

hょに
A 

B 

C 

寸ヨ

E 

T 

(ra= 0.65 7トー③_ '(rA=0.624) 

/ " 

rv rs 

0.590 0.627 

0.792 0.644 0.4 89 I 

0.56.3 0.701 0.644 

0696 。ι44 0.701 
0.601 0.670 0.680 I 

0.802 0.657 0.624 I 

-相関係数の差の検定

③ I t I = 0.60 7 (α> 0.50) 

sT (実習事前)ど一一一(rv=0.802)一一一￥Ar(実習事後)
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ものであるo念訟・第2年次研究での研修担当所員(5名)のG1 1結果とG1 1基準とのどスアンの

相関係数(r')は0.&0柁あった。乙の相関係数 (rうをG1 1 i結果の検討に用いる理由は ，第 2年次研究で

実習効果は，笑習者自身の経験そのもののうちK把握されるζ とが，確かめられているからである。第

5図の①@@の相闘係数K闘する検定から.それらK差異がをいととが確かめられている。 一般K相関

係数は・みかけよの関連効果を表わす性質がるるので・次vc:rvを一定とする場合のrv're・rAの3者に

ついて・偏相関係数を求めると.fA8'V=U.382であ.1) ，ぞの検定結果は t o= 3.419持来日 = 7 ~ ・a:<U.Ol) 

であって，偏相関係数は 0でない ζ とが統計的に確かめられる口

2 )仮説-4の検証

{仮説-4)は・笑習事態vc:おeV>て ，研修員自身K自己 と笑習経験との一致する状態がえられるなら

ば ，笑福1を継続笑施するにしたがって，研修員自身の肯定的自己臨心が増大し評価の主体性K影響する

という想定である。ζの肯定的自己関心の増大Kよる評価の主体性K闘する笑習経験の意識的諸相の変

化を把握するためvc:.GIIを実施して ・その得点変化の統計的分析検討を行在った結果・との研究条

件の限りvc:台v>て，次の事実が認められる。

a 全体的実習効果K闘しでは .G1 I!.-s抽出調査項目待点の要因分析結果，;1;>よびGIII'C関ナる
相関係数とその検定結果Vて云いて・狽IJ定実施別差意が確かめられない。(第9表・第 5図.参照

のとと)

b ただし，偏相関係数 ，fAB・vの検定K沿いて .偏相関係数がOで念いという統計的な保証がある

ので ・全体的実習効果がないとはいえ左加。

以上のG 1 1結果に関する検討から.G 1 1得点K変化がJEiρなどの統計的分栃検討上の帰無仮説が

棄却できない結果 .-le..， (仮説-4) tl:検証でき左いものと考えられるが・しかし .仮訟を逆証する結

果的事実があらわれていないので ，ζ とでは(仮説-4 )の検証を保留したい。なお，第2年次研究で

は {仮説-4)が検証され確かめられている。

5 仮説-5 ~[ついて

第 4図は ，MMP1の療単得点 .TスコアKついて.尺度別 (S)損IJ定実施別 (T: 実習事前BT・

笑官事後A-r)を求め図示するものであり，図中のv.は尺度刷Tスコアの変化とその方向を表わすもので
ある。

1} YMPI結果の検討

第11表は .MMPITスコアについて，個人別(l) .測定笑施別 IT)の 2要因VLよる要因分析結

果をまとめ表示するものである。

個人別差異が統計的に確かめられる尺度は.妥当性尺度の? ，L .臨床尺度のPt，Siの4つである。

測定実施別差異カ統計的K確かめられる尺度は .臨床尺度のPtの lつであゐ。乙れらの尺度は .MM

P 1の平均Tスコア5UVL接近すゐ方向に変化している。

第12表は .妥当性尺度 (Sv)あゐいは臨床尺度 (SC)のMMP1のTスコアKつ凶て .個人別(1 ) ， 

尺度別 (S) .測定実施別 (T)の 3要因Kよる繰返しのある要因分析結果を表示するもので多る。こ

の分析結果，臨床尺度K関しては測定笑施別差異カ噺言十的vc縫かめられる。
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I P M M 

(J人:丸十一一一一

尺度別Tスコアの要因介祈第 11表尺度別様Tスコア平均値第 6図

妥当性尺度 (Sv)

~ I(F414) T(F41=l) 2=4 
? 11. 78岩 2.12 

L 8.94帯 0.16 

F 1.80 4.79 

K 1.65 0.04 

a 

RT トー一一一一____.，.
.Ar 

-圃圃・・ーー・圃圃圃園田・.. 斗主

ーー_¥¥_

70 

60 

50 

臨床尺度 (So)

I~ I(Fo:1=4) T(Ffl=I) 2=4 、、
Hs 。54 1.23 、

1 
D 416 0.00 

IもF 3.28 。18
町 5.5 5 0.00 

Mf Pa Pt Sc抽出 Mf 2.1 0 0.24 
(Scl 

pa 。60 2.56 

Pt 4 5. 94~糊 10.13当時

Sc 2.93 0.09 

Ml 1.66 0.07 

b 臨床尺度 (Sc) 
Si 9.81時 。53

F SS f MS  Fo 

225.0.25 4 562.5 6 8.04来栄

Sv 2955..15 9 328.38 ωザ帝

T 3 6 4.~ 1 1 I 3 64.81 5.01楽

1 X Sv 4239.55 36 17 7.7 6 1.68 

SvXT 4 18.4 9 9 46.4 9 0.64 

T x 1 I 406.71 J 01.67 1.45 

Rυ.Sv.T) 251.5.49 36 69.87 

士 13150.75 99 

一一

b 

'
S
 

巴
d

，
T
 

Pd 

F 55 f MS  F。

I 146.80 4 36.70 1.29 

Sv 3724.80 3 I 908.26 23.03味米

T 1.60 1.60 0.05 

1 x sv 1156.20 12 96.35 3.39骨
5vXT 91.80 3 30.60 1.07 

TXl 2.40 4 0.60 0.02 

R (I.Sv.T) 340.20 1 2 28.35 

T 5463.80 39 

Hy D 

Tスコアの要因介折

妥当性尺度 (Sv)

F 

(Sv) 

L ? 

第12表

a 

40 

30 

20 

(注)畢MMPlの樹[lJ定尺度

K : K ，~主F:妥当性得点L :u虚構点? .:疑問点-妥当件尺度 (5v)

Pd 精神病質的同， :ヒステリー尺度D:抑うつ性尺度Hs 心気症尺度-臨床尺度 (Sc)

Pt 精神衰弱尺度 Sc:精神

Si 社会的向性尺度

Pa 偏執性尺度

地 :軽そう性尺度
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2)仮説-5の検証

(仮設-5)は， 実現事態にないて，研修員自身K自己と実習経験との一致する状態がえられる念ら

ば，実習を継続実施するKしたがって，研修負自身の自己の心llf的適応、が最適の状態に接近するという

想定である。 この心理的適正状態に関する実習経験の意識民話相の方向を抱懐するためVL， MMPlを実

施して ，そのTスコアの変化の統計的分析検討を行在った結果 ，この研究条件の限りに宏いて ，t;zの事

実が忽められる。

a 人格特性K闘する尺度5JIJの部分的実習効果に関しては，臨床尺度の柑衿表弱尺度 (Pt)にないて ，

心理的適応、がよ b最適の状態K接近する方向に変化することが硲かめられる。(第11袋容!明、の

こと)

b 全体的実習効果K関しては ，臨床尺度Kないて，測定実施別差異が確かめられ ，しかも心理的適

応、がよタ最適の状態tc接近する方向K変化する傾向Kある。たとえば ，実習事前CBr')VCがける

Hsの尺疫が低度であり，これは無感動や弱いラポートを示すものであるとすれば，実習挙後(

BT) ~てないては，これらの問題がかな P解iI~されている念どと考えられる%の〈第12表 多照のこと)

以上のMMPI 結果κ関する検討から，MMPIのTスコアK変化がないなどの統計的分析検討上の帰

無仮説が嘆却される結果，一応(仮説一り は検証されるものと考えられる。なな ，ζの仮説κ関して

は ，第 1，第2年次研究のものと同じ結果である。

6 総合的結果とその売特

われわれ白身の税験手実Kよれば，カウジセリング('C関する学習は，学習者自身の自己肯定的経験の

うちに行なわれるものであると考えているので ，カウンセラーの教育諸|槻あるいはその糖質向上を目的

Kする研修では，そのすべての学習機会や研修事態にないて，研修参加者がカワジセリングK関する学

習をどのよう K行なっているか ，研修参加者が噺修K関する経験事実をどの工うK受けとめているか念

どが，研修効果の究明.言平価K関する研究上の恭本的左問題となる。

1 )総合的結果

これらの理由から ，研修κ会けるカクシセリングVC関ナる継続的実習効果;の研究をとりあげるもので

あり，その実習効果は術修の総合的効果κも，関連するものであろう。実習効果は ，自我あるいほ自己

vc関する社会心理学的学説では ，自己と役剖との関係K対する適応、の問題であり，ナでκこの ζとに関
しては，第I年次研究でその一端を問題Kしたとこるである。さらVC，笑習効果は ，自己花関する現象

学的学説，現象学的自己理論では ，美習事態の役割遂行過程の問題・実習事態K台ける自己と実習緩験

との関係的変化の問題であって ，個人の主体的実習経験そのものが問題となるので ，ナでKこのことに

関しては ，第 2年次研究でその一端を問題Kしたところである。

との第3年次研究仮説は，第2年次研究と同一仮説であっ て，①自己と実習経験との一致Kよる自己

の開放性の変化K関する 〈仮説ー 1)がよび(仮説-2) ，@自己と実習経験との一致Kよる自己の外

在性の変化K関する(仮説-3) ，@自己と実習経験との一致Kよる自己の肯定的関心とそれK伴う自

発的評価iの変化に関ナる(仮説-4) ，@自己と実習経験との一致Kよる自己の心理的適正、性の変化K
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関する (仮説ー り の 5つである。

以上の仮説f'(~~づく事観的測定とそれらの実施結果K関する統計的分析検討から ， この研究条件の1\艮

t VC;t，-いて，次に記述する総合的結果が確かめられた。な分，個人男I!差異，検査内容や測定内容f'(関す

る差異などは省略し，主として笑習効来と関連する測定実施男I!建具を中心忙して記述する。

(仮説一1)Wι関するRPI結果から ，①意味論的な測定尺度では積極的一消極的の尺度がより積極

酢な方向K変化する傾向がある。⑨その3平価性K含まれる倫理的評価の尺度とl様性的都価の尺度とでは

分離する傾向f'(ある。@すべての尺度は ，同じ度合いで変化し ，その方向はよ D肯定的 ，よb賦括的念

表現で表わすととができるo 次f'(，(仮説ー 2)に関する CAS結果沙おら.@人絡統御力 (d;))，全検

査で不安がよ b軽減する傾向Kある。@また ，CASの総合的結果でも不安がよタ軽減すゐ傾向Kある

ζとが砕かめられる。以上のことから， (仮説ー1) ， (仮説-2)は枝証され確かめられるものと考

えられる。

(仮説-3) VC関するEE 1結来から ，①より慎重な対人的接触を ，より慎重な生活行動をそれぞれ

めざすプ11句K変化する傾向にある。 @EEIの総合的結果ーでは，測定実施男Ij差異があることを確かめら

れる。以上のことから， (仮説-3)は検証され確かめられるものと考えられる。

(仮説-4)に関するG1 1結果:から ，①i!lIJ定笑施別義呉があることを確かめられない。 @し;かし .

G 1 1基準そのものが一つの相対的適時であること ，偏相関係数が低い相関を示していること。

以上のことから， (仮説-4)の検証は ，これを逆証する結果的事実がえられていないので保留した

し、。

(仮説-5)に関するMMP1結果から，①人格特性K関する臨床尺度の精神授弱jて度 (Pt)がより

車庫の心理的適応伏態K接近する方向へ変化する。 @MMP1の総合的結果では ，臨床尺度で測定実施

耳l僅兵がlifIiかめられ ，しかもよ b最適の心理的適正状鮮に接近する方向へ変化する。

以上のことから ，(仮説-5)は検狂され確かめられるものと2替えられる。

2 )総合的結果の考察

ζの研究r:1.，実習効果としての個人の主体的実習経験の変化 ，特I'L:，その意識的側面を零観的視IJ定法

によ b吟味検討するものであるので，測定上の標識椛造とその内容に，とか〈論理的矛盾や刻立をきた

しやすいものである0 61)また，測定探検の数量Kも問題があろう。しかし，これらの問践に関する心理

学研究の段階は ，いまだ模索的段階であるのが現状であろうが ，長島他 (1966)68)斎藤 (1966)69)など

の研究を ，今後参考Kして ，1'1悌 ヰを加えた同

これらの問題仁t.実証的研究K伴うものであるが ，より理論的K仮説設定されたとしても ，その標識

をどのよう K選定するか ，研究計画K数量化のモデノレが唱導入されるかなどをじゅうぶん考慮する必要が

ある。なな，この年次研究K闘する総合的l印床検討は，稿をあらためて行左いたいと考えている。
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この第3年次研究は，役割演技法Kよるカワ γセリングの継続的実習(月 1回， 6回実施)の効果を

究明し詐価するため，第1年次研究 (1965) ，第 2年次研究 (1966)の追試をも含め ，第2年次研究と

同一仮設K萎づいて ，実習者自身の主体的経験の変化から ，実習効果を符観的測定によタ検証すiらもの

である。な辛子，仮説は，ロジャーズ ，コムズとスニ yクらの現象学的自己理論I'C基づ〈ものである。

仮説は ，実習事態になげる自己と実習経験との一致の状態K関する関係的変化を中心とするものであ

!J ' CD!鶏放性K関するもの(仮説-1) ，<D①との対応関係にある期鎖性K関するもの(仮説-2)， 

①外在性陀関するもの 〈仮説-3) ，①肯定的自己関心Kよる自己の主体性に関するもの(仮説-4) ， 

①心理的適応状態K関ナるもの(仮説-5)の5つである。測定は，①仮説一 II'CVCは関係状況の知

覚V亡関する調査 (RP 1)を，①仮説ー2には不安測定テスト (CA S)を，(3)仮説-3VCは経験 ・情

緒統情1]11(関する調査 (EE 1 )を ，0仮説-0ては指導観κ関する調査 (G1 1)を.([)仮説ー5VCは

ミネ ソタ多国人格闘録検査 (MMP 1)を，実習直前・実習直後あるいは実習事前 .実習事後11(，それ

ぞれ実施した。これらの結果，仮説-4に関するものを除いて，この研究条件の限タで次の事実が峨言十

的に確かめられ認められる。

1) 実習を継続実施するKしたがって ，実習経験の意識的諸相は ，自己肯定的方向K変化ナる。

2) 実習経験の窓織的諸相の変化Kは ，実習者の{悶人差があることが認められる。

3) 個人的次元での実習効果は ，実習者の主体的経験そのもののうちK把短されるものであると考え

られ ，その変化の方向弘 ，ロジャーズがいう「機能がじゅうぶんK働いている人間Jの状態t(，

より接近するものである。

この研究は ，実習K参加された15名の研修員のご支援ご協刀がなげれば，とうてい実施することがで

きないのであ.!J，研修員の方kVC感謝の意を表するものである。念主"，との研究をともK企画し実施し

たのは ，東山修二 ，高沢情 ，苅部良吉，池田婆子 ，白井 稔所員であ!J，研究をまとめ執筆したのは

小川敏道である。
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513-515. 

注的) 斎藤属夫 :対人知覚におぱ快・不快の測定に有効なS.D法の 1te皿の選定とモの事!周例 f日本教育心遊学会第8回総会発表

論文集j 大阪学芸大学.1966.p.331.

(付)資料

視IJ 定

1 RPI ①喝¢各項目ごとに，いまれで，あなたが感じ思

うとEろに.0印を→記入しなさい。記入例(す)

非かやとやか*ド

常 なで ζE 常

にりや手やりに
(3) (2) Q)咽Hー1)(-2)(-3)

おとったωトートー|ー 卜-トートー|①すぐれた
矛盾したさ)卜-1-寸一 卜ー|ートー|② 一貸した

貧弱な①卜一|ー1-寸ー |ー トーI@立派な
まちがった~ I- ー |ー |ーー | ー|ートーI ~ 正しい

わい‘@トー1--1ー|ー|ー|ー I@よい
ぼんやりした①|ー1--1--1--1ー|ー|⑥はっきりした
迷惑な①|ー|ー斗ーー|ートー|ー|①ありがたい

きたない<IDI--I--¥-ー|ー|ー|ー I@きれい

低"CD1--1ートー|ートートーI@高い
にぶい⑧ |ートー1--1ー |ートーI@するどい

危険な⑪トートー|ー|ーー|ー|ー|⑪安全な

とわい鵠|ー|ート|ー|ー I--I~やさしい

陰気な⑬|ー |ー1--1--1-一|ー |⑬陽気な
愉快な⑬|ートー|ー1--1ー|一一|⑪不愉快な
楽しい@Iー トー|ー|ートー|ーI@苦い、

2 E E 1 

事 工員

(3) (2) (1) 0 (寸)(寸)(-3) 

あかるい⑬トーlー|ートートートーI@くらい
気持のよい⑪1--1--1ー|ー|ー |一-I@気持のわるい
やわらかい⑬1-ートートートト十一|⑬かたい

すきな@トー|ートートートートー|⑬きらい

白い@ト 1--1--1 トー|一I@恥 、
うつくい、@卜 |一|ー|ー1ートーI@みにくい

若い@I一一卜十一卜一|ートI@年とった

あつい@トートートートー卜十一I@つめたい
純粋な@I一ートー|一寸一1-ートーI@不純な

単純な@I一十ー|ー ト卜十一I@複雑な

消極的@卜一|ー|ート斗ートーI@積極的

せれ、@1-ー|一卜寸--1ートーI@ひろい
小さい⑫|一十寸ートトー|一I@大れ、

弱い⑧トー|ートー|ートートーl⑧強い

古い@I-十 +ートトートーI@新しい

服役的@I--I-一|ートートーl一 I@支配的

はげい、@トー|ー卜一卜一|一I--I@おだやか

すぼやい@ilー トー|ー|ー|ートーI@のろい
活動的⑪卜ートートー|ー トートーI@不活発な

深い@卜ートー|一卜ートートーI@該い

I)Ep(10調査項目) ()のなかの数字は調査項目番号である。

l!)真実を素直に受け入れるほうである ( 2 )自分の行動のしかたは現実の状況によっτきめられる
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(3 )自分をとりまく社会情勢に敏感である

(4)まわりからの要望に答えようとして，すべての努力をモ

れに傾ける

(5 )社交的な集まりに出るのが楽しみだ

(品)他の人身と共通した興味や関心が多い

2)lp(lO調査項目)

(1 )自分の感情と由尋え方を大切にする

(2)自分の考えが周囲@人たちと衝突することがしばしばあ

る

(3 )自分独自の考えとか気持からまわりを眺める傾向がある

(4)自分K回有な見解があり，その見解K基づいたIH!'i1C.向

って行動する

(5 )懇像が量かなほうである

3)Oc(lO調査項目)

(1)なにかきっかけがあると，すぐ感情的になってしまう

(2)あまり ζだわらずに感情をおもてに出している

(3 )まわりが感情的になってもあ主りそれK彰響きれない

(4)自分のまわりが感情的になると， それによって自分も混

乱してしまう

( 5 )感情的になるようなととがらがあっても冷静でいられる

I)Ic(lfi調査*13)

(1 )したいととがあると， ととるかまわずやってしまいたい

(2)ほかの人と感情的区間識できる

(3 )自分の欲求をうまく処理することができる

(4)ものととを正確に判断するζとができる

(5 )毎日の生活でしなければならないととや，するべきとと

が自分のしたいととになっている

(6 )いますぐ，どうしてもやりたいζとがあっても， をれが

できる状態になる主でがまんできる

(7)自分のしたい ζとよりも，まず自分がしなければならな

いζとを先行させてしまう

(8 )自分自身を怒りにできる

3 G I I 

( 1 )生徒の進歩や成績について特に責任を感じない

( 2 )会合や討議などの場合，すべての生徒が発言すべきであ

る

(3)生徒たちによって決められた目線は，結局は生徒たちの

ためにもっとも有益な目額になる

(4)教勘の立績をはっきりたもとうとする
-2{ー

(7) U会的観点に立ってものごとを眺めるほうだ
(8 )まわりの出来事によって影響されやすい

(9 )気分がt.tんでいる時でも刺激があれば元気Kなる

。0)自分の個人的なζとがらについて深く考えるよりも， ま
わりに起ったことがらについて想いをめぐらすことのほ

うが多い

(6 )よく空忽uける

(7)人生とか世の中について自分の見方ないし理詰がある

(8 )他人との交捗がわずらわしし自分の内に引き込もる傾

向がある

(9 )自分の信ずるととるを守りikくべきだとしばUfs感す

る

( 10)あまり自分のまわりのできととにはこだわらぬほうであ

る

(6)どんなU:tt:も感情をまじえない

(7)自分の感情をその場のふん囲気K合ったしかたであらわ

すととができる

(8 )衝動Kなるとすぐ外にあらわれやすい

( 9 )感情的Kならそれがすぐおもてに出てしまう

(10 )自分のおかれている状況をよくみないで感情をすぐ衝動

的におもてK出す

(9 )何をしたいか，自分がわからず， いつも人のいいなりに

なってしまう

(10)やりたいことがある& あれ ζれ考えτみて現実にうつ

す

(11)自分でしたいとともなく，ぬかの人のように生活を業 L

めない

(12)意志が強いtまうだ

(13)毎日@きさいな事にでも自分の能力が発鱒できない

(14)湿したい，また愛されたいという気持をうまくセープす

るζとができる

(1のあるCとをするために，自分の欲求を統制できる

(16)白分の感情を何とか処理するζとに自信がある

(5 )学習意欲の乏しい生徒に対して，教師は特別1(.他人指導

をおとなう責任がある

(6 )能カの低い生徒が学級内のリーダーに選ばれたとき，無

躍であると予恕すれば変更させるのがよい

(7)できる限り自分が生徒の気持ちを受けいれる ζとによっ

て，学級の受容的なふん凶気の題大をはかる



(8 )口の達者な生徒が悉し下手の生徒をやりとめているとき

に11"それをおさえようとする

(9 )教師の仕事は，生徒たちが教師にたよらないでもやって

いけるようにするととである

(10)生徒たちがー絡に活動し始めるように援助するだけで，

生徒たちのために何らかの決定をしてやろうとはしない

(1 1)生徒は次第に自分のことは自分で責任をもつようになる

ものである

(U)生徒の疑問に対して設か他の生徒が答えるようにさせる

(13)教師はすべての生徒たもから好かれるようでなければな

らない

04)生徒の心理をよく理解しようとつとめ，叱るときは大い

に叱るがふだんは生徒のよい遊ぶ相手である

(15)生徒たちが最も効果的に学習できるためには.主ず教師

が学習の目標や内容をきめてやる責任がある

(1 !i)知識 ・技能・見とおしなどの函で，最も優れた生徒を学

級Cリーダーにするのがよい

(17)生徒が特定の行動をとるようKしむけようとはしない

(18)最も効果的な学習は注徒たちが自ら進んで学習に取り組

む時になされる

(19)生徒が教師K対して特別の役割をとるように希望する時

は，モの気持ちを理解しようとするが，必ずしもその希

望をかなえる必要はない

(20)生徒たちはやがて自分で自擦を決ゐられるよう になるが，

初めのうちに教師が目標を決めてやる方が効果的である

(2D生徒が8分たち白考えで学習活動を進めていくようにさ

せたい

(2)すべての生徒が自分は学級ι一員であると感じるように

望む

α3)教師は次第に生徒たちとまったく同じ学級のー員として

生徒たちに呈けいれられるようになるべきである

α4)生徒が勉強するかしないかは生徒自身で決めるととであ

る

α5)教師の仕事@うちで最も重要なととrt生徒の気持ちを

よ〈理解することである

(2の生徒が教師を絶対的に信頼していみ時K最も教育効果が

あがる

cmすべての生徒を集団活動に参加させるように働きかける
(28)教育キ知識のたりない人は.ー般に彼らより能力の高い

人が指導する必要がある

(29)生徒たちの希望に従って特別の役割を演じる

。0)学級のために最良のことは向かを考えて，それに従って

生徒の行動に制限を加える
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α1 )新しい学訟は自分たちで決めたり，責任を持司たりする
ζとができないから，教師凶旨導しなければならない

(32)生徒が自由に自分を表現できるようになれば自分の問題

を自分で解決できるようになる

(33)個々の生徒の発言あ皆で考えている中心問題K生徒た

ち自身で関連づけるように援助する

(34)学級の討議を活発にするたゐには. 主ず教師が偶hの生

徒に質問して生徒たちの疑問を引き出すのがよい

(35)生徒たちが何をど6ように学ぶかは.生徒たちの討議で

決めさせるのがよい

Gの批評・批判m寺によって効果的な教育手段である
(37)ー人一人の生徒と個人的に話しあう時簡をつくるように

配慮する

(38)生徒が自分の行動を改めるιとに対L抵抗するのは，多

くむ場合外側からむ力や圧力Kよって改めさせようとす

るためである

(39)生徒は自分ω行動を自分自身で決定する時花こそ，生産
的創造的になるものである

“。生徒たちが最良の解決に到達するために叫 しばしば教

師¢援動が必要である

。1)一人ー人の生徒が言うことを，すべての生徒が理解する

ように援助する

( 42)未成熟な学級は権威のある人物の影響から解放される必

要がある

(43)教師は生徒たちよりも豊富な訓練と経駿をつんでいるか

ら生徒たちよりも優れている

(44)学級活動への参加は個 の々生徒自身の責任にまかせてお

(45)生徒たちの不安や緊張は学級の目標達成の障害になるか

ら取り除くべきである

(46)命令 ・禁止・強制は教育の手段として最もまずい方法で

ある

(47)よい学級をつ〈るためには，主ずリ四ダ ーになれる有髭

な生徒を見いだして特別に指導するのがよい

(H)人間同来善良なものである

(49)生徒たちは一般に学者意放に欠けている

(50 )学級内の話し合いを促進するように援助して.生徒たち

にとって何が必要であるかを自分たちで考えさせる

。1)教師は教師として見られるようにしむけるζとによって.
生徒をいっそううまく指導できる

(52)最も効果的に教育するためには，教師がそむ指導的立場

を捨てるべきである

(53)未成熟な学級が自主的な学級に成長するためには.まず

教師の指導をうける必婆がある



(54 )教院という特別叫位をおりて.生徒たちと同じ学級メ

ンパーの一人として学級の討議に参加しようとする

(55)教獅は生徒たちがある特定C行為をしないようにさせる

べきである

(56)生徒たちの不安や緊張を取り除とうとして，特別の責任

を感じる

(57)教舗としての第一の条件11生徒の自発性・自主性を信頼

できるζとにある

(58)教師の指導に対して素直に従えない生徒11.効果的f[学

習することが困難である

(59)生徒の行動が有意義かて泳続的に変化するためには.モ

れが生徒自身の自発的な行動変化でなければならない

(GO)たいていの学級は熟練した教師の指導と指示をうける必

婆がある

(61 )生徒たちが教師を特別な媛助者また岬談相手とし廿I}

帰するζとを望む

(臼)生徒たちがリーダーに額らなくなった時It..個々 也生徒

の能力が最もよく発縛されるようになる

(63)教師は生徒たちがもっ-cいる種 h同首在野l能;JJを信頼す

べきである

(64)人間叫米反社会的・自己中心的な酬をもっている

(品5)学級が主だよくまとまっていないために.正しい決定を

-~ 6一

する ζとができないと，思われる時には，生徒たちにかわ

って決定してやる

(66 )生徒たちが学級内で対抗意識・般意・不平など白感情を

表現しないようにうまく予防する

(品7)学級内の対人関係に基づく生徒たもの不手や緊張Il.あ

る程度はあたりまえの現象である

(68)教師は生徒¢個人差K応じた指導法を考えるべきである

(的)教師は教師に対する生徒の非難や不平不満を，モのほか

の感情と同様に-t(1jまま受けいれるべきである

(70)教師は常に生徒たちから高い地位をもつものとして見ら

れるようでなければならない

(11)学級づくりのためには常にリ ーダーをふくむ構造をつく

るべきであり.この構造なしでは学級が不安定になる

(12)自分自身が生徒の行為を許容できる限界を考え，それに

もとづいて生徒たちの行動に制限を加える

(13)教節は生徒たちを望ましい目標に到達させるために，自

分の権威を行使すべきである

(14 )生徒たちは自ら成長し，自ら~ftする力をもっている

(75)学級のリーダーは特定の生徒の能力や資質Kもとついて

決めるのではなく.むしろその時C学級の必要K応じて

適任の生徒を選ばせるのがよい




